
農作業の安全を願うお守り「一Gのわ」

「ほい　みんを、泉をっけてをJ」

農機作業中の事故が後を絶ちません。全国で毎年400人近くの方が尊い命を落として

います。

皆さんの周りにも、農作業中に具合が悪くなったり、農機具で怪我をされた方がいるの

ではないでしょうか。

家族や地域の仲間が安全に農作業を続けることはみんなの願いです。

農業は機械化され、高齢化と共に、女性も農機具を使う機会が増えてきます。

農協職員や生産部会と連携して、事故の現状を把握し、事故防止対策を考えましょう。

「安全大会」や、女性や高齢者や新規就農者のための「安全教室」を開催しましょう。

農作業をする一人ひとりの健康と安全を願って、それぞれの地域で手作りの「お守り」

を贈る運動を展開しましょう。

貴方が作った「・Gのわ」を、農機具等につけて「安全意識」を高めましょう。

・お母さんがお父さんに、子供が両親に、孫がおじいちゃんのために、

・あなたの大切な人に「気をつけてな！」の気持ちを込めて「・母のわ」を作って贈り

ましょう。

・農作業中に「・母のも」が目に入ったら作った人の顔を思い出して、より気を付けて

作業するでしょう。　　　　　　　　　　　　で

・作った人と使う人の「・ぢ」をつなぐ「も」が、農協や仲間たらに広がって、農作業

事故を減らすための大きな一歩になりますように・・・。
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「心のわ」の作り方
農作業が安全に出来ますように、
願いを込めて「心のわ」を作りま

しょう。
手作りセットの中には9本＋1本の

水引と、心の輪のラベルがあります。

I～3手でセサトした鞄もあり手書

1．9本の水引を束ねて、足の部分

の長さを揃えて縛ります。

2．「輪」にする部分を、縄をなう
要領でねじって、、、

3．ヨリをかけるようにしてネジ
ネジの棒状にまとめます。

4．棒状になっている水引をぐる
っと手前に回して、‾直径5C而位

の「輪」にして重ねます。

5．上（頭）の方のバラバラになっ　9．
ている水引から、グルクル巻用

の水引を、2本を取り出します。

6．残りの7本をループにして

「輪」と一緒に持ちます。

5′〉6回巻いたら、その2本の

水引を、 ループに 引の1

杢忘通して、そのループ水引の
先を引っ張ってしめ上げます。

10．ループにした別の水引の一本

を「心の輪のラベル」の裏側か
ら通して、玉結びにして、ラベ

ルを止めます。

7．取り出した2本の水引で、後ろ11
から手前に、ループと「輪」を

＝塵丘クルグル巻きにしぼり
ます。

8．ズルツと抜けない様に、最初に

9本を縛ってあった結び目を
挟みながら、ギュッギュッとし

め上げて下さい。

水引が抜けないようにラベル

を付けた水引のループに、残り
の一本の水引を通して、農機具

に取り付けられる様にします。

12．輪の部分を三つ編みにしたり、
ハート型にしたり、新しい形に

チャレンジ！
小さな「心のわ」で作った、キー

ホルダーや、携帯ストラップも
ステキですよ。


